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2013年度基本要求回答交渉に向けて

「行政補助員制度」の抜本的見直しを追求し、不安定雇用の解消を！

～根拠のない人員削減はもう通用しない、過重労働を撲滅するために必要な人員配置を～

自治労県職労は、12月26日に、2013年度基本要求の回答交渉を行います。

当局の回答内容は例年、前例踏襲で、現行の制度や運用に固執し、「財政危機」を強調するだけで、およそ合理的・効率的に改善していこうという姿勢は見られません。短時間再任用の定数扱いなど、これまでの労使の約束事もないがしろにし、臨任・非常勤職員等、不安定な立場にいる職員に対する冷たい扱いなど、厳しい中でも前向きに仕事をしようと職員が思える姿勢はまったく感じられません。

しかし、自治労県職労は、最終交渉まで次の課題が一歩でも前進するよう、前期の交渉で得られた回答を足がかりに、当局を追及していきます。
～回答交渉に向けた重点課題～

○過重労働・不払い残業の撲滅について

・人員削減とともに、内部管理事務（人事制度、経理処理、予算等）の増大が過重労働の原因の一つであり、抜本的に是正すべき

	恒常的に超過勤務が行われている職場については、その要因を分析し、適正な人員配置が必要だ。予算調整や経理処理のやり方の改善を求める。


・時間外・休日労働に対する手当の全額支給

	予算不足を理由とする不払い残業が行われている実態がある。必要な財源の確保を求める。


○人員要求について

・前知事が人口当りの職員数が全国一少ないと豪語したほどの、減らし過ぎの人員回復

	今期、県労連賃金確定交渉の中で当局は、「削減目標ありきではない。仕事の見直しを徹底する。」と回答した。例年行われている「業務の見直し」という名目による根拠のない人員削減はもう通用しない。必要な人員配置を求める。


・職業訓練指導員の欠員補充

	指導員の業務は、単に教えることだけではない。就職の指導や就職先の開拓等もあり、正規でなければ対応できない仕事が山ほどある。

最低限現在の欠員を正規職員で配置するために、2013年度はさらに、採用を拡大すべきである。


・福祉職（児相・生保）の大幅増員

	児童養護施設、生活保護、自殺対策に係る職員が疲弊している。児童相談所や保健福祉事務所の福祉職は、ケースの増大に較べて職員が少なく、複数のメンタル不全も出ている。このような実態を当局はどう認識しているのか。増員を求める。


・短時間再任用職員の複数配置職場の増員

	再任用制度導入時に、短時間再任用は「定数外」との約束事項だったが、実態は常勤職員の代替である。制度見直しをすべきだ。


・メンタル不全による休職明けの一定期間、臨任職員の継続配置
	円滑な復職に向けて必要だ。再度の休職になればその方がコストはかかる。復職直後は「制限勤務」が多く、厳密には二重配置とはいえない。

なぜ、継続配置ができないのか？有効性に疑問があれば、労使共同で、既に実施している民間企業の調査や専門家の意見聴取をしてはどうか。


○通勤手当の課題について
・障害のある職員については、実態に即した通勤経路を認定すること
	障害のある職員は、エスカレーターやエレベーターのある所を通って通勤している。県がいう「合理的な経路」で誰もが通えるわけではない。安全なルートで安心して通勤できる経路で認定を


・交通用具使用に係る通勤手当の改善
	ガソリン代が高止まりし、現在の基準の126円/ℓが、140円/ℓ以上になっている。各自の持ち出しになっているので、実態にあった額を支給すべき。


○メンタルヘルス対策、労働安全衛生について
・メンタルヘルス対策への産業医の積極的な関与

	　メンタル疾患は、早期発見、早期ケアが重要なので、産業医の積極的な関与の方策を組合との協議の中で、具体化する必要がある。


・公用車の車両更新基準の改善

	現場が遠いため、長距離運転や高速での走行を余儀なくされる職員が、古い車両での自主運転中、危険を感じることがあると訴えている。人の命にかかわる問題であり、早急に対応する必要がある。使用者には、職員の生命及び身体を危険から保護する責任がある。


・安心して働くことができる職場環境の整備

	恒常的な時間外が解消されるまでの措置として、時間外においても、冷暖房を稼働させるよう求める。時間外においても、労働安全衛生法は遵守しなければならない。


○行政システム改革について

・財政難であるならば、本庁組織の再編は見送るべき

	　本庁組織の再編が議会に提案されているが、緊

急財政対策により、県民サービスの低下が懸念さ

れる見直しや職員の賃金カットもせざるを得ない

状況にあるのだから、意味のない、無駄な再編は

即刻やめるよう求める。

本当に必要なのは、トップダウンによる一方的

な組織の再編ではなく、中長期的な視点のもとで、職員の意見を反映した計画性のある見直しだ。


○緊急財政対策について

・県民や関係団体との議論もなく、現場の声を無視した県有施設や補助金の見直しについては撤回すること

	　産業技術センターは、県が直営で実施することが最適であるという整理ができていたはずである。独立行政法人化については、職員の身分の問題もあり、断固として反対する。

　神奈川科学技術アカデミー（ＫＡＳＴ）の補助金を切り捨てることは、知事が言われる「経済のエンジンを回す」重要なファクターを失うことに繋がる。本来は強化すべきものである。

　産業技術短大人材育成支援センターの委託職業訓練事業は、直営の職業技術校と連携し、専修学校等の民間活用により、雇用対策として職業能力開発を幅広いメニューで実施し、高い評価を受けている。また、市町村への支援も行っており、「廃止の検討」はあり得ない。


○行政補助員問題、非常勤等職員課題について
・行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度の抜本的見直し

	2012年度の基本要求最終交渉において当局は、「行政補助員制度については、様々な課題がある。今後研究していきたい。」と回答した。

現在の行政補助員の業務がすべて、誰にでもすぐできる「補助的業務」とは断言できない。制度と実態が乖離している事実をきちんと認識し、具体的な見直し策を示すよう求める。
現行制度は、3年に1度、大量の失業者を生み出す制度になっている。県が不安定雇用の温床となってよいのか。

今年度末で雇用期間が満了する行政補助員の雇用が確保できる制度を強く求める。


・均等待遇の原則による抜本的な労働条件の改善

	　今や県の業務は、臨任・非常勤職員を抜きにしては成り立たない。療養休暇の有給化や健康診断項目の拡大など、労働条件の改善を求める。


○ノーマライゼーション課題について

・安心して働き続けることができる環境の整備

	加齢による障害の重度化、二次障害に対応した

職、人事異動、通勤等、人事制度の確立に向けて、労使協議を行うこと。

　60歳台の雇用・職を確立するよう求める。


・災害時等の安全確保

	安全に避難できるよう、すべての庁舎において、階段の両側に手すりを設置すること。




2013年自治労県職連合
新春のつどい
○日　時：1月11日（金）18時30分～

○会　場：新庁舎12階大食堂

○催し物：新春ミニコンサート

豪華賞品多数！大抽選会
Nuclear Free Now

さようなら原発世界大集会

■日　時：12月15日（土）13時～

■会　場：東京・日比谷野外音楽堂

（地下鉄「霞ヶ関駅」「日比谷駅」）

☆日比谷図書館前に12時30分集合

※「自治労かながわ県職労」の緑の旗が目印です
「オスプレイ配備の

危険性を訴える」学習会

■日　時：12月21日（金）18時15分～

■会　場：かながわ労働プラザ　3階ホール
（ＪＲ「石川町駅」北口下車徒歩3分）
※参加ご希望の方は、組合事務所までご連絡ください

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































